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・はじめに
• 本研究ではリカレントニューラルネットワークを利⽤した⽂章

作成について検討する.
• python⾔語によって作成された⽂章⽣成プログラムを実⾏し,そ

の実⾏性と応⽤可能性を検証する.

・使⽤⾔語とライブラリ
• Python3以上
• Numpy(配列を扱うクラス
• Matplotlib(データの可視化をする
• Cupy(GPUを使⽤して数値計算をする



・本研究で使⽤する⾔語モデルのネットワーク構成
• このモデルは⾒てわかる通り,最

終的にLoss（損失）を求めるも
のになります.
• 表しているものの説明
ts→教師ラベル
Time softmax with loss
→損失関数(softmax関数＋交差エ
ントロピー誤差)
Time Affine→重みとバイアスを受
け取る全結合層レイヤ
Time LSTM→時系列データを処
理するレイヤ
Time Embedding→各時刻のデー
タを処理するレイヤ

Lo ss

↑

ts→
Tim e Softm ax

w ith Loss

↑

Tim e Affine

↑

Tim e LSTM

↑

Tim e Em bedding

↑

w s



・前⾴の⾔語モデルを扱い学習を⾏った結果
・これは⾔語モデルプログラムに⽤意されていた
訓練データセットを読み込ませ学習をさせた結果
である.

・実⾏結果の評価
上のグラフは右肩下がりのグラフになった.
これより学習をするにつれて,次に来る予測単語数を絞る
ことができると確認できた.
ここでは100前後に絞ることができたが,最先端の研究を
利⽤したものは60前後まで絞ることができているため,精
度の向上を考える.



・精度の向上を求めた⾔語モデル
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精度の向上を検討
１：より複雑なパターンの学習を可能にするため
にLSTMレイヤの多層化
(*多層化にすれば必ず精度向上があるように思え
るが,データの量によって適した層数があり,少な
いデータを扱い場合には多層化しないほうが良い
結果を得れるらしい

２：多層化した際モデルの過学習を防ぐDropout
レイヤの追加

３：学習するパラメータを減らすための重みの共
有

再度プログラム実⾏
・このモデルで先ほどと同じ訓練データセットを
読み込んだ.
→予測単語数を80前後に絞ることができた.
→つまり有効であった.



・⽂章⽣成プログラムについて
• ⽂の⽣成⼿順
• １：⽂章始めの単語を決める.
• 2:次に続く候補となる単語を単語の確率分布から選択する.
(ここでは確率的に単語を選んでいるため,確率が低いと選ばれに
くくなるだけである.
• 3:選択された単語をもとにもう⼀度次に続く候補となる単語を

単語の確率分布から新たに選択する.
• 4:１〜３この⼿順を繰り返すことにより⽂章が⽣成される.



・⽂章⽣成後の評価基準について
• 今回は⽂章⽣成後,１⽂

１⽂をwebサイトにあ
る作成した英⽂を⽂脈
に合わせてチェックす
る機能があるGinger 
pageというものを使い,
評価を⾏った.
• また⽂章の翻訳が出来

るexcite.翻訳を利⽤し
た評価も⾏った.

1.you then gave a increase in 
broadcasting's 
social image and consulting 
administration on the board.

↓訂正後(訂正箇所2{Ginger page
You then gave {an} increase in 
broadcasting's 
social image and {consulting, 
administration} on the board.
↓和訳(excite.翻訳
あなたはその時放送のものの増加を与えた
社会的なイメージおよびボードを管理に相
談する。



・⽂章⽣成プログラム実⾏結果１
• 次に先頭単語youを変えず,

学習済みモデルを加えた条
件でプログラムを実⾏した
結果である.

実⾏結果の評価
• 英⽂としての訂正箇所が１

⽂に２か所前後⾒つかった.
• ⽇本語翻訳をしたところ,１

回の出⼒のうち意味が理解
できる⽂は１つだけであっ
た.
• ⽂として成り⽴っているも

のが多かったが⽂法の扱い
⽅などを考えるときれいな
⽂は少ない印象を受けた.

（訳がしにくい）



・⽂章⽣成プログラム実⾏結果２
• これも先頭単語youは変えず

精度向上を求めた学習済み
⾔語モデルに変更した条件
でプログラムを実⾏した結
果である.

実⾏結果の評価
・英⽂としての訂正箇所はほ
とんど⾒つからなかった.
・⽇本語翻訳をしたところ,１
回の出⼒のうち意味が理解で
きる⽂は１つだけであった.
・実⾏結果1に⽐べ,⽂法の扱
い⽅がよく⽂としてきれいな
印象を受けた.



・まとめと結果の考察
• 本研究では，２種類の⾔語モデルのネットワーク構成を利⽤し

た⽂書作成プログラムを実⾏し，⽣成された⽂章の⽂法評価と，
⽇本語翻訳によって意味が通じるどうかの評価を実施した．

・⾔語モデルを向上させると⽂法の扱い⽅がよりよくなるが，⽣
成された⽂書の意味においては，さほどの変化がみられなかった．
これは，データセットや学習⽅法の改善が必要なのではないかと
思われる．

・今後は⽇本語の⽂章⽣成を⾏い,⽂としての質を上げ⽂章とし
ての評価を⾏おうと検討している.


